
  

取扱説明書                    
*使用前に必ずお読み頂き、内容をよく理解して正しくお使いください。  

*この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるよう大切に保管してください。 

*この商品を第三者に譲渡する場合は、必ずこの取扱説明書も併せてお渡しください。 
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エアスクリュー 

調整ツール 

適応車種 商品ＮＯ． 
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■ご使用前に必ず、ご確認ください■ 
取扱説明書内の注意事項を守らずに使用した事による事故や損害について、当社では一切の責任は負いません。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボル

マークで示しています。 

 
要件を満たさずに使用しますと、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合を示してあります。 

 要件を満たさずに使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

 

行為を強制したり 

指示する内容を告げるものです。 
 

禁止の行為であることを 

告げるものです。 
 

その他の警告及び注意を 

告げるものです。 

    

 

・  ノーマル車のエアスクリューを調整すると、排ガス規制値を超える恐れがあります。 

  規制値はサービスマニュアルをご確認ください。 

・ 必要以上の力で使用しないでください。 

  ネジ頭（D型）が破損する恐れがあります。また、ツール先端が破損して空回りします。 

  

 

・ 本品を使用する前に、エアスクリューの状態を確認してください。 

  ごみの詰まりや、エアスクリューが固着していないかなど、本品が正しく使用できる状態で

あることを確認してください。 

・ 本品を使用する前に、障害となる可能性のある部品を取り外して、適正な使用感を確認して

ください。 

  正しい角度や差込量で使用できない場合、力が必要と感じることがあります。 

・ 精密部品の調整となります。作業は慎重に行ってください。 

  

 

・ エアスクリューが固着している場合は使用しないでください。 

  エアスクリューは締め付けトルクが必要な部品ではありません。簡単な力で回転しないよう

であれば、固着している可能性があります。潤滑剤などを使用して滑らかに回転することを

確認してからご使用ください。 

 

 

・ 用途以外に使用しないでください。 

  D型エアスクリューの調整以外には使用しないでください。破損の恐れがあります。 
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  〒437-0226 静岡県周智郡森町一宮 4805  

URL: http://www.daytona.co.jp      
◎デイトナ商品についてのご質問、ご意見は「フリーダイヤルお客様相談窓口」0120-60-4955 まで 

 本商品の特徴  

 HONDA 排ガス規制車のエアスクリュー形状（D型）に合わせた専用調整ツールです。 

 ボアアップやチューンナップの際にエアスクリューを調整する為の工具です。 

 商品内容  

NO パーツ名 数量 

① HONDAエアスクリュー調整ツール 1 

 使用方法  

 

調整方法や部品の取り付けや取り外し方法などは、車両メーカーが発行するサービスマニュ

アルを参照して行ってください。 

1. エアスクリュー（D 型）を確認し

①HONDA エアスクリュー調整ツ

ールが車体に触れることなく、ま

っすぐはまることを確認してくだ

さい。 

 

 

2.車体部品により①HONDA エアス

クリュー調整ツールがまっすぐは

まらない場合は、障害となる部品

を外してからまっすぐはめて、エ

アスクリュー（D 型）を軽い力で

回転させられることを確認してく

ださい。 

※エアスクリュー（D 型）の周りに

ゴミなどが詰まっていると①

HONDA エアスクリュー調整ツー

ルが正しくはまりません。正しく

はまっていない状態で使用すると

ネジ頭（D 型）が破損する恐れが

あります。 

 

 

 

D型ストレート部分の面取り

が多くなります。 

※ボルトやネジの締め付けと同様の力が加わると、ネジ頭（D 型）が破損する恐れがあります。また、

①HONDA エアスクリュー調整ツール先端が破損し、空回りして使用できなくなります。 

3. エアスクリュー（D 型）が軽い力で回転しない場合は、潤滑剤などを使用して滑らかに回転するこ

とを確認してからご使用ください。 

4.吸排気に関連する部品（エアクリーナやエアダクトなど）を全て組み付け、調整を行います。 

5.調整終了後、取り外した部品を全て組み付けて完了です。 

※精密部品の調整となります。作業は慎重に行ってください。 

 


